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目的 血管壁のレニン・アンジオテンシン系（RAS）

は全身の血圧調節において重要な役割をはたしてい

るが，近年 local RASという概念が提唱されてお

り，様々な組織において存在が示されている．関節

においては滑膜炎でその意義が検討されている．今

回我々は，ヒト軟骨組織の変性にRASが関与する

かどうか，変形性膝関節症における摘出軟骨組織を

用いて検討した．

方法 2009年10月から翌年９月までの間に当科で行

なわれた膝OAに対するTKA20症例において，大

腿骨内外側顆より骨軟骨片をサンプリングした．パ

ラフィン固定免疫染色，培養軟骨細胞免疫染色，RT

-PCR,western blot法により，アンジオテンシンⅡ

type1レセプター（AT1R），および，アンジオテン

シンⅡ type2レセプター（AT2R）の発現を検討し

た．

結果 ほとんどの症例で，パラフィン固定の免疫染

色組織切片において変性軟骨部の肥大軟骨様細胞に

AT1R，AT2Rの発現を認めた．変性軟骨部より分離

培養した軟骨細胞においても細胞膜表面にこれら受

容体の発現を認めた．RT-PCR,western blot法で

もAT1R，AT2Rの発現を認めた．

結論 個体差があるものの，変形性膝関節症軟骨細

胞にAT1R，AT2Rの発現が認められた．発現起序

や軟骨変性への関与は今後の課題であるが，RASの

一部の存在が確認されたことで，軟骨変性，軟骨代

謝に関与する可能性が示された．
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